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Ⅰ　ブロック全体
１　学校の配置
（１）全日制

ア　校種

イ　各学校の募集学級数及び学科等

（２）定時制・通信制
《参考：県全体における定時制･通信制の募集学級数等》

２　全日制課程における学科の配置状況（県立高校）

（３）平成２２年度開設教科・科目数

国語 地歴 公民 数学 理科 保体 芸術 外国語 家庭 情報 農業 工業 商業 家庭 水産 看護 情報 福祉 理数 体育 音楽 美術 英語

3 3 3 4 3 2 9 4 1 1 1 1 35
3 6 1 6 7 2 3 4 1 1 1 1 36

大学科
県 ○○ブロック

1 普通科盛岡 5 普通科（３部制、単位制）・工業科 釜石･遠野

H22年度

4.85 4.05

ブロック
定時制

ブロック
定時制

H22年 学科 H22年 学科

▲▲ 5 普通科（５） 5

H28年 H33年
○○ブロック 30 30 26 23

学校名 H22年 設置学科・学系・コース等（募集学級数） H23年

普通科高校　８校 普通科・専門学科併設校　３校 専門高校　３校 総合学科高校　１校

割合 H23年度 割合 H22年度 割合 H23年度 割合 H28年度 割合 ・・・・ H33年度 割合

普通科 157 58.1% 150 57.0% 54 67.5% 51 41.50 66.9%

学科
普通教科 専門教科 学校

設定
教科

総合
学習 HR

Ⅱ　ブロック内各学校の学科等

※  資料の解説（一部抜粋）

計
コース･学系・系列

普通
文系
理系

66.2% 47.02 66.8%

普通科だけ設置
している高校

普通科と専門学科(理数科、
体育科、農業科、工業科、家
庭科など）を併せて設置して
いる高校

専門学科（普通科、総合
学科以外の学科)だけ設置
している高校

総合学科高校は普通教育及び専門
教育を選択履修を旨として総合的
に学習する学科を設置している高
校

ブロック全体の１学年の募集学級数

検討会議(第１回)の資料２の
ブロックにおける必要学級数
又は参考値必要学級数

検討会議(第１回)の資料２のブロックにおける各
学校（折れ線グラフ）の必要学級数

３部制⇒１部（午前の時間帯の授業）、２部（昼間の時間帯の授業）、
        １･２部（６時間授業）、３部(夜間の時間帯の授業）
単位制⇒・学年による教育課程を設けないことができる。（無学年制）
　　　　・学期の区分に応じて入学及び卒業が可能

大学科  (　）内は県立高校において設置している小学科
①普通科
②農業科（植物科学科、環境科学科、動物科学科、食品科学科、人間科学科、生物科学科、食農科学科、農業科学科、
　　　　　　　環境工学科、生活科学科、生産技術科、農芸科学科)
③工業科（機械科、機械システム科、電気科、電子科、電子機械科、電気電子科、電気情報システム科、電子情報科、、情報工学科、
　　　　　　　工業化学科、土木科、海洋開発科、建築･デザイン科、建築設備科、建設環境科、材料技術科、設備システム科、
　　　　　　　インテリア科、産業技術科)
④商業科(商業科、流通経済科、流通ビジネス科、会計科、会計ビジネス科、情報科、情報ビジネス科、ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報科、
　　　　　　　情報システム科、総合情報科、情報処理科)
⑤水産科(海洋システム科、海洋技術科、食品家政科)
⑥家庭科(家政科学科、総合生活科、食物文化科、食物科)
⑦理数科
⑧体育科
⑨総合学科

検討会議(第１回)の資
料２のブロックにおけ
る各学校（折れ線グラ
フ）の必要学級数を大
学科ごとに積み上げた
数値

学科を進路希望等に
応じてコース・学
系・系列などに分
け、教育課程を編成
している。

《各教科の科目数と科目》
国語(6科目)：国語表現Ⅰ･Ⅱ、国語総合、現代文、古典、古典講読
地歴(6科目)：世界史Ａ･Ｂ、日本史Ａ･Ｂ、地理Ａ･Ｂ
公民(3科目)：現代社会、倫理、政治経済
数学(7科目)：数学基礎、数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、数学Ａ・Ｂ・Ｃ
理科(9科目)：理科基礎、理科総合Ａ・Ｂ、物理Ⅰ・Ⅱ、化学Ⅰ・Ⅱ、生物Ⅰ・Ⅱ、地学Ⅰ・Ⅱ
保健体育(2科目)：体育、保健
芸術(12科目)：音楽Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、美術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、工芸Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、書道Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
外国語(6科目)：ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ・Ⅱ、英語Ⅰ・Ⅱ、ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ、ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ
家庭(3科目)：家庭基礎、家庭総合、生活技術
情報(3科目)：情報Ａ・Ｂ・Ｃ
それぞれの学校において、各教科の科目の中から開設。さらに、学校によっては学校設定科目を開設。ま
た、教科の開設科目をすべて履修する場合と選択履修する場合がある。
　《例》普通科理系　国語３⇒国語総合、現代文、古典を開設し、３科目すべて履修する。
　　　　　　　　　　芸術３⇒音楽Ⅰ、美術Ⅰ、書道Ⅰを開設し、その中から１科目選択履修する。

それぞれの専門教科の科目の中から開設。また、学校に
よっては学校設定科目を開設。各学校の資料において、
開設科目を記述。



１　学校の配置

（１）全日制

ア　校種

イ　各学校の募集学級数及び学科等

※H28年度及びH33年度の必要学級数は、地域検討会議(第1回）の資料2を引用

（２）定時制・通信制

《参考：県全体における定時制･通信制の募集学級数等》

H28年度
必要

学級数

17.94 13.94

1.50

18

1.55

5.45

1.10

3.48

2.58

岩  泉
田野畑校

平成２２年度募集停止

2

4

3

2

機械科（１）、電気電子科（１）、建築設備科（１） 2.28

6

1

3

普通科（２）

普通科（６）

普通科（２）

杜陵高校
３００名
（本校・奥州校・
宮古分室）

ブロック
定時制

H22年度
募集

学級数
学　　科 定　員

通信制

普通科（昼間部･夜間部、単位制）

1 普通科

普通科

2

1

1 普通科

普通科1

普通科

釜石･遠野

宮古

久慈

二戸

0

2

1

普通科（昼間部･夜間部、単位制）

岩手中部

胆江

両磐

気仙

H23年度
募集

学級数

21

2

盛岡

H22年度
募集

学級数

5

ブロック
定時制

学　  科

普通科（３部制、単位制）・工業科

H33年度
必要

学級数

14

1.20

4.23

4

宮古北

宮古水産

宮古工業

宮古商業

学校名

宮古
ブロック

山  田

宮  古

0.90

1.75

2.70

1.983

1.18

2

3

Ⅰ　宮古ブロック全体

商業科（１）、会計科（１）、流通経済科（１）、情報科（１）

海洋技術科（１）、食品家政科（１）、食物科（１）

普通科（２）岩  泉

1 普通科

課程
H22年度

募集
学級数

設置学科

専門高校　３校普通科高校　５校

学校名

宮古高等学校 定時制

設置学科・学系・コース等（募集学級数）
H22年度

募集
学級数

22

2

6

学校名 課程 H22年度募集定員 設置学科

杜陵宮古分室 通信制
定員は本校・奥州校・

宮古分室併せて３００人
普通科・農業科

生活科・衛生看護科

[1]



２　全日制課程における学科の配置状況（県立高校）

３　大学科ごとの進路状況（H17年度～21年度　5年間）　

（％） ・H21年度の就職の状況（管内、県内、県外の割合）

《全日制》

全日制

定時制

0

普通科

0

大学科

5.3%

36 13.7%

1.1%

工業科

14

0.0%

0.0%

割合

0.86

0.0%

0.00

17.94

0.0%

1.75

2.70

0

14.3%

19.0%

4.8%

2

3

4

31 11.8%

263

1 0.4%

20 7.6%

4 1.5%

4 1.5%

3

総合学科

理数科

体育科

水産科

商業科

家庭科

4 18.2%

54.5%

農業科 14 5.2%

H23年度

11

H22年度 割合

157 58.1%

3 1.1%

36 13.3%

20 7.4%

4 1.5%

31 11.5%

4 1.5%

0.4%

ブロック全体

普通科

工業科

商業科

水産科

家庭科

普通科

大学科

270

0.7

専門
各種

30.6

8.2

0.2

7.7

36.9

3.4

7.9

その他

22.9 1.9

15.2

22.6

0.6

1.7 8.3

8.3

6.8

68.2 0.6

8.3

1.7 8.3

0.0 26.7 55.0

26.7 55.0

23.2 1.1 41.7 4.6

25.3 4.8

71.5

3.5

51.3 0.9

75.0

1.0

H33年度H22年度

12

0

52.4% 7.51

割合 H28年度

9.60

0.000.0%

3 13.6%

県

150

H23年度 割合

57.0%

宮古ブロック

9.1%

0 0.0%0.0% 0

2

4.5% 11

12.7%

19.4%

0.00

9.5%

2.28

3.48

割合 ・・・・

53.5%

0.0%

0.00

0.00

1.72

0.66

1.32

0.00

4.8%

9.6%

0.0%

0.0%

19.4%

9.5%

4.7%

0.0%

割合

53.9%

0.0%

12.6%

41.9 3.9

1.6

0.000.0%

2.7

進学

大学 短大

0.00

13.94

就職 その他

0.0%

21

0 0.0%

22

4.9

0.0

9.3 20.8 0.5

18.63.3

22.9 6.8 23.4 1.1

00.0%1

H２８年度･H３３
年度の必要学級
数の推計値から
学科数を算定(大
学科が複数ある
学校について
は、大学科ごとに
学級数を算定）

ブロック全体

管内
36%県外

52%

県内
12%

普通科

県外
49%

管内
38%

県内
13%

商業科

県外
52%

管内
28%

県内
20%

水産科

県内
2%

管内
46%

県外
52%

家庭科

県外
70%

管内
20%

県内
10%

全日制全体

県外
50%

管内
37%

県内
13%

定時制

県外
100%

工業科

県内
11%

管内
43%

県外
46%

[2]



就職の内訳（H21年度）

職業別就職状況
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

普通科

工業科

商業科

水産科

家庭科

定時制

ブロック全体

専門的･技術的職業

事務

販売

サービス職業

保安職業

農林業

漁業

運輸・通信

生産工程･労務

その他

専門・技術

保安職業

販売事務

サービス職業

生産工程・労務

その他

農林業

運輸・通信

漁業

生産工程・労務

産業別就職状況
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

普通科

工業科

商業科

水産科

家庭科

定時制

ブロック全体

農・林・漁業

鉱業

建設業

製造業

電気・ガス・水道業

運輸業

卸売・小売業

金融業・保険業

サービス業

公務

その他

金融・保健業

運輸業

電気・ガス・水道業

製造業建設業

卸売・小売
業

農・林・漁業 公務

サービス業

サービス業には情報通信業、不動産業、飲食店・宿泊業、医療・福祉・教育学習支援、複合サービス事業等を含む

製造業

鉱業

[3]



（１）在籍生徒数（平成２２年５月１日現在）

（２）学科の特色

（３）平成２２年度開設教科・科目数

国語 地歴 公民 数学 理科 保体 芸術 外国語 家庭 情報 農業 工業 商業 家庭 水産 看護 情報 福祉 理数 体育 音楽 美術 英語

4 3 2 5 6 2 5 4 1 1 1 1 35

3 3 2 3 2 2 5 3 1 1 5 1 1 1 33

（４）教職員の状況

※平成22年度学校要覧から抜粋

※教諭等には、講師・非常勤講師を含む

3 4 2 2 2 3 1 1 0 0 1 0 21 (20)

普通

学科

教職員数

29 保
体

農
業

教諭等の教科ごとの状況

計
国
語

地
歴

公
民

数
学

計

223

普通

27 51 78 1408326 51 77 30 38 68

全日制

計

3学年 4学年～ 計

男 女 計 男

2学級定員80人

計計 男 女 女女 計 男 女

普通 38 68 27 51 78 83 140

男

Ⅱ　ブロック内各学校の学科等

26 51 77 30 223

１　山田高等学校

総合
学習

普通教科 専門教科
HR

Ａコース

Ｂコース

課程 学科
2学級定員80人

1学年 2学年

2学級定員80人

生　　徒　　数

6学級定員240人

特　　　　　色

主に進学希望生徒を対象としたコースであり、受験に必要な科目履修と英・数授業への習熟度別学習の導入を行っ
ている。また、長期休業中の課外授業、外部講師による進学講習会及び進学先への学校見学会の実施している。さ
らに、全教諭態勢による面接指導及び個別添削指導による小論文対策を行っている。

主に就職希望生徒を対象としたコースであり、専門科目の選択履修を行い、各種の資格取得に力を入れている。ま
た、全教諭態勢による面接指導、外部講師によるキャリアアップ講座、及び企業見学会の実施している。さらに、
就職支援相談員による支援態勢が整っている。

コース･学系・系列

コース･学系・系列

進学
コース

就職
コース

学校
設定
教科

学科

計

理
科

芸
術

外
国
語

家
庭

情
報

工
業

商
業

水
産

2 ※（）の数値は、複数の教科を担当している人数を除
いた数

１単位時間：５０分
平成２２年度学年別履修単位数：１年３０単位、２年３０単位、３年３０単位

商業(Ｂｺｰｽ:ﾋﾞｼﾞﾈｽ基礎、課題研究、
　　商業技術、簿記、情報処理)
家庭(Ｂｺｰｽ:ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ)

[4]



（５）平成２１年度主な検定・資格取得者数の状況 （　）内の数値：取得人数 （６）部・同好会の設置状況

（７）平成２１年度進路状況

ア　進学･就職･その他の割合 イ 進学の状況

ウ　就職の状況

・管内･県内･県外の割合

・産業別就職状況

・職業別就職状況

運動関係(10)

陸上競技 バレーボール

バスケット

相撲

剣道サッカー

硬式野球

ソフトテニス

書道

文化関係(5)

吹奏楽

ワープロ 茶道

華道

ボート 空手道

・漢字能力検定２級(4)
・漢字能力検定準２級(12)
・全商ワープロ実務検定１級(2)
・全商ワープロ実務検定２級(14)
・全商珠算電卓実務検定２級(5)
・全商情報処理検定２級(3)
・実用英語検定２級(1)
・実用英語検定準２級(1)
・実用数学計算技能検定準２級(2)

就職
51%

進学
49%

専門学
校
67%

短大
15%

大学
18%

管内
37%

県内
15%

県外
48%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

普通科

農・林・漁業

鉱業

建設業

製造業

電気・ガス・水道業

運輸業

卸売・小売業

金融業・保険業

サービス業

公務

その他

サービス業には情報通信業、不動産業、飲食店・宿泊業、医療・福祉・教育学習支援、複合サービス事業等を含む

サービス業

運輸業 金融・保険業

製造業

卸売・小売業

公務

農・林・漁業

建設業

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

普通科

専門的･技術的職業

事務

販売

サービス職業

保安職業

農林業

漁業

運輸・通信

生産工程･労務

その他

専門・技術

サービス職業

生産工程・労務

その他

事務

販売 運輸・通信

漁業

保安職業
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（１）在籍生徒数（平成２２年５月１日現在）

（２）学科の特色

（３）平成２２年度開設教科・科目数

国語 地歴 公民 数学 理科 保体 芸術 外国語 家庭 情報 農業 工業 商業 家庭 水産 看護 情報 福祉 理数 体育 音楽 美術 英語

4 6 1 4 4 2 6 5 1 1 1 1 1 37

4 6 1 6 4 2 3 5 1 1 1 1 35

3 6 1 8 7 2 3 5 1 1 1 1 39

3 3 1 3 2 2 1 3 1 1 1 1 1 1 24

（４）教職員の状況

72

62 ※平成22年度学校要覧から抜粋

10 ※教諭等には、講師・非常勤講師を含む
7 8 7 4 3 8 1 1 0 0 0 0 46
1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 8

(全日制)普通

特　　　　　色

二年次に文系コースと理系コースに分かれ、三年次に私立大学等文系のためのコース（文Ⅰコース）と国公立大学
等文系のためのコース（文Ⅱコース）、そして四年制大学等理系・医療系志望者のためのコース（理系コース）に
分かれる。

中学時代不登校を経験している生徒が多く、基礎基本の学習から始めている。働きながら学ぶ生徒や３年で卒業で
きる併修制度を活用している生徒もいる。

(定時制)普通

理
科

保
体

全日制

定時制

理系

(全日
制)
普通

学科
コース･学系・系列

教職員数

(全日制) 地
歴

国
語

(定時制)普通

計

7773 6 9 376115 146 261 401127 130 257 131 119 250

全日制

定時制 9 23 31 5412 18 3 6

全日制6学級240人・定時制1学級40人

計

普通 8 8 16 6 5 11 6

男 女 女 計男 女 計 男

普通 114 239 109 134 243 353 370

男

119 122 241 125 723

２　宮古高等学校

総合
学習

普通教科 専門教科
HR

文Ⅰ

文Ⅱ

1学年 2学年

全日制6学級240人・定時制1学級40人

生　　徒　　数

定時制1学級40人 全日制24学級720人・定時制4学級160人

3学年 4学年～ 計
課程 学科

全日制6学級240人・定時制1学級40人

女 計 男 女 計

学校
設定
教科

学科

計

コース･学系・系列

水
産(定時制)

外
国
語

家
庭

情
報

農
業

公
民

工
業

芸
術

数
学

教諭等の教科ごとの状況

計

7
1

商
業

１単位時間：全日制４５分、定時制４０分
平成２２年度学年別履修単位数：全日制１年３５単位、２年３５単位、３年２７単位
　　　　　　　　　　　　　　　定時制１年２０単位、２年２０単位、３年２０単位、４年２０単位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　通信制の科目を履修することにより、３年での卒業が可能
学校設定科目：全日制　国語(国語研究)、数学(応用数学１･２)

商業（定時制：情報処理）
家庭(全日制文Ⅰｺｰｽ:ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ）
　　(定時制:ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ)
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（５）平成２１年度主な検定・資格取得者数の状況 （　）内の数値：取得人数 （６）部・同好会の設置状況

《全日制》

（７）平成２１年度進路状況

ア　進学･就職･その他の割合 《定時制》

イ　進学の状況

ウ　就職の状況

・管内･県内･県外の割合

・産業別就職状況

・職業別就職状況

運動

運動関係(3) 文化関係(1)

陸上競技 卓球 芸術

運動関係(15) 文化関係(8)

硬式野球

ボート 登山

陸上競技

文芸放送

ヨット剣道

柔道

ソフトボール

卓球バレーボール

音楽 美術

ラグビー

空手

バスケット

吹奏楽 生物

ソフトテニス サッカー 書道 茶華道

《全日制》
・実用英語検定２級(12)
・実用英語検定準２級(13)

全日制

進学
91%

就職
3%

その他
6%

定時制

就職
100%

全日制

専門学
校
20%

短大
4%

大学
76%

全日制

県外
38%

県内
25%

管内
37%

定時制

県外
100%

定時制は進学者なし

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全日制普通科

定時制普通科

専門的･技術的職業

事務

販売

サービス職業

保安職業

農林業

漁業

運輸・通信

生産工程･労務

その他

保安

専門・技術

サービス職業 生産工程・労務販売

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全日制普通科

定時制普通科

農・林・漁業

鉱業

建設業

製造業

電気・ガス・水道業

運輸業

卸売・小売業

金融業・保険業

サービス業

公務

その他

サービス業

公務

卸売・小売業
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（１）在籍生徒数（平成２２年５月１日現在）

（２）学科の特色

（３）平成２２年度開設教科・科目数

国語 地歴 公民 数学 理科 保体 芸術 外国語 家庭 情報 農業 工業 商業 家庭 水産 看護 情報 福祉 理数 体育 音楽 美術 英語

5 3 2 5 4 2 3 6 1 1 1 1 34

4 3 2 3 3 2 3 4 1 1 4 1 1 1 33

（４）教職員の状況

※平成22年度学校要覧から抜粋

※教諭等には、講師・非常勤講師を含む

2 3 2 2 3 3 2 2 0 0 2 0 23 (20)2 ※（）の数値は、複数の教科を担当している人数を除
いた数

芸
術

外
国
語

家
庭

情
報

普通

学科

計
工
業

商
業

水
産

教職員数

28 保
体

農
業

教諭等の教科ごとの状況

国
語

地
歴

公
民

数
学

理
科

計

27 25 62 69 13115 22 37 20 22 42 52

全日制

2学級定員80人

計男 女 女 計男 女 計 男

普通 22 42 27 25 52 62 69

男

15 22 37 20 131

３　宮古北高等学校

総合
学習

普通教科 専門教科
HR

Ａコース

Ｂコース

1学年 2学年

2学級定員80人

生　　徒　　数

6学級定員240人

3学年 4学年～ 計
課程 学科

2学級定員80人

女 計 男 女 計

普通

特　　　　　色

国公立大学，私立大学，短大，高等看護専門学校等の進学に対応できるよう設定されている。英語・数学において
習熟度別の授業を行っている。

就職希望と進学（専門学校）希望に対応するため，商業科目やフードデザインを設定している。

学校
設定
教科コース･学系・系列

コース･学系・系列

進学
コース

学科

計

ビジネス
コース

１単位時間：５０分
平成２２年度学年別履修単位数：１年３１単位、２年３１単位、３年３０単位
学校設定科目：国語(国語探究)、公民(一般社会研究)、理科(生物探究)、外国語(英語探究)、
　　　　　　　商業(ビジネス実務、ビジネス計算)

商業(Ｂｺｰｽ:ﾋﾞｼﾞﾈｽ基礎、簿記、
　　ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務、ﾋﾞｼﾞﾈｽ計算)
家庭(Ｂｺｰｽ:ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ)
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（５）平成２１年度主な検定・資格取得者数の状況 （　）内の数値：取得人数 （６）部・同好会の設置状況

（７）平成２１年度進路状況

ア　進学･就職･その他の割合 イ 進学の状況

ウ　就職の状況

・管内･県内･県外の割合

・産業別就職状況

・職業別就職状況

運動関係(7)

硬式野球 サッカー

バレーボール 陸上競技

文化関係(3)

芸術

パソコン

吹奏楽

ソフトテニス

空手道 柔道

・全商ワープロ実務検定１級(1)
・全商ワープロ実務検定２級(2)
・全経電卓計算能力検定１級(7)
・全経電卓計算能力検定２級(4)
・実用英語検定準２級(1)

就職
35% 進学

65% 専門学
校
65%

短大
14%

大学
21%

県外
48%

県内
15%

管内
37%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

普通科

農・林・漁業

鉱業

建設業

製造業

電気・ガス・水道業

運輸業

卸売・小売業

金融業・保険業

サービス業

公務

その他

サービス業には情報通信業、不動産業、飲食店・宿泊業、医療・福祉・教育学習支援、複合サービス事業等を含む

サービス業製造業

卸売・小売業農・林・漁業

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

普通科

専門的･技術的職業

事務

販売

サービス職業

保安職業

農林業

漁業

運輸・通信

生産工程･労務

その他

専門・技術

サービス職業 生産工程・労務

事務

販売 農林業
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（１）在籍生徒数（平成２２年５月１日現在）

（２）学科の特色

（３）平成２２年度開設教科・科目数

国語 地歴 公民 数学 理科 保体 芸術 外国語 家庭 情報 農業 工業 商業 家庭 水産 看護 情報 福祉 理数 体育 音楽 美術 英語

2 3 1 3 2 2 2 3 1 11 1 31

2 3 1 3 2 2 2 3 1 11 1 31

2 3 1 3 2 2 2 3 1 10 1 30

（４）教職員の状況

※平成22年度学校要覧から抜粋

※教諭等には、講師・非常勤講師を含む

2 3 1 2 2 2 1 0 0 15 0 0 302

農
業

商
業

水
産

計
工
業

教諭等の教科ごとの状況

地
歴

公
民

数
学

理
科

保
体

外
国
語

家
庭

学科

電気電子

建築設備

学科

計

機　　械

学校
設定
教科

321

コース･学系・系列

コース･学系・系列 特　　　　　色

機械に関する基礎的な知識を身につけるとともに、加工技術や技能を学び、将来を担う創造力豊かな技術者を育成
する。

電力の発生から電子・情報技術までの基礎的な専門知識を、ものづくりや資格取得を通して学習し、社会に必要と
される電気技術者を育成する。

総合
学習

普通教科

23 25 0 25

学科
3学級定員120人

1学年 2学年

3学級定員120人

生　　徒　　数

9学級定員360人

４　宮古工業高等学校

建築と設備について学習し、建築や居住空間の計画・設計、施工管理などの業務に従事する技術者を育成する。

68 4 7224

35 0 35 32 98

課程

機械 0 32 31 0 31 98 0

男 女 計 男 女 計 男 女 女

3学年 4学年～ 計

男 女 計 男

3学級定員120人

計

電気電子 39 1 40 31 1 32 37 0 37 107 2 109

建築設備 22 1

1 89 9296 2 98 88 627389 3 279

計

計HR
専門教科

情
報

全日制

機械

電気電子

建築設備

教職員数

48 国
語

芸
術

１単位時間：５０分
平成２２年度学年別履修単位数：１年３０単位、２年３０単位、３年３０単位
学校設定科目：工業(建築設備施工)

《専門科目の開設科目》
工業
各学科共通(工業技術基礎、課題研究、実習、製図、情報技術基礎）
機械科(工業数理基礎、生産ｼｽﾃﾑ技術、機械工作、機械設計、原動機、自動車工学）
電気電子科(電気基礎、電気機器、電力技術、電子技術、電子計測制御、通信技術)
建築設備科(建築構造、設備計画、空気調和設備、衛生・防災設備、建築設備施工)
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（５）平成２１年度主な検定・資格取得者数の状況 （　）内の数値：取得人数 （６）部・同好会の設置状況

（７）平成２１年度進路状況

ア　進学･就職･その他の割合 イ 進学の状況

ウ　就職の状況

・管内･県内･県外の割合

・産業別就職状況

・職業別就職状況

ラグビー サッカー

囲碁

文化関係(4)

工作

芸術 太鼓

剣道

ソフトテニス

バレーボール弓道

柔道バスケット

運動関係(11)

陸上競技 硬式野球

卓球

《専門学科に関する資格の主なもの》
・技能検定（普通旋盤３級）(6)
　　　（電子機器組立３級）(9)
・ボイラー技士２級(1)
・電気工事士２種(13)
・危険物取扱者乙種１～６類(17)
・計算技術検定２級(2)
・パソコン技術検定２級(1)

その他
9%

就職
71%

進学
20%

専門学
校
96%

大学
4%

機械科

管内
41%

県内
22%

県外
37%

電気電子科

県外
45%

県内
7%

管内
48%

建築設備科

県外
58%

県内
4%

管内
38%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

機械科

電気電子科

建築設備科

農・林・漁業

鉱業

建設業

製造業

電気・ガス・水道業

運輸業

卸売・小売業

金融業・保険業

サービス業

公務

その他

サービス業には情報通信業、不動産業、飲食店・宿泊業、医療・福祉・教育学習支援、複合サービス事業等を含む

農・林・漁業

サービス業運輸業

建設業

製造業

卸売・小売業

電気・ガス・水道業

公務

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

機械科

電気電子科

建築設備科

専門的･技術的職業

事務

販売

サービス職業

保安職業

農林業

漁業

運輸・通信

生産工程･労務

その他
専門・技術

販売

サービス職業

生産工程・労務

保安職業事務

漁業

[11]



（１）在籍生徒数（平成２２年５月１日現在）

（２）学科の特色

（３）平成２２年度開設教科・科目数

国語 地歴 公民 数学 理科 保体 芸術 外国語 家庭 情報 農業 工業 商業 家庭 水産 看護 情報 福祉 理数 体育 音楽 美術 英語

2 2 1 2 2 2 3 4 1 10 1 1 31

2 2 1 2 2 2 6 4 1 9 1 1 33

2 2 1 2 2 2 6 4 1 9 1 1 33

2 2 1 2 3 2 3 5 1 9 1 1 32

（４）教職員の状況

※平成22年度学校要覧から抜粋

※教諭等には、講師・非常勤講師を含む
4 2 2 4 3 4 1 0 0 0 13 0 352

芸
術

工
業

情
報

農
業

全日制

商　業

教諭等の教科ごとの状況

地
歴

公
民

数
学

理
科

保
体

外
国
語

家
庭

学科

計

コース･学系・系列

学校
設定
教科

コンピュータやプログラミングの高度な知識や技能を習得させ，変化の激しい情報化・国際化の社会に対応できる
人材の育成している。また，２年次からは，選択科目で情報処理を中心に学習するコースと，国際社会で活躍する
人材育成の目的で英語を中心に学習するコースに分かれる。

特　　　　　色

流通ビジネス、簿記会計分野等の知識を学習し、考え方に幅を持たせ創造力を発揮させるところに特色がある。現
代のビジネス世界は柔軟な発想、正しい知識、確かな技能を駆使して経済活動を営んでいる。生徒たちに経済活動
を支えるプロとしての誇りをもてる人材を育成している。

企業会計や原価計算を重点的に学習する。企業の買収など社会情勢が激しく変化するなかで企業の財務諸表を読み
解く能力が不可欠である。企業の仕入れから販売までの経済活動、原価管理、資金の流れを把握し経営に役立てる
能力を育成している。

23 4040 13 27 40 17

課程 学科
4学級定員160人

1学年 2学年

4学級定員160人

生　　徒　　数

12学級定員480人

40

消費者ニーズが多様化している経済社会において、顧客満足の実現を目指し、流通産業等のビジネスで活躍できる
知識と技術を兼ね備えた人材を育成している。また、地域と連携した調査・研究を行い、市場調査や販売促進・商
品開発などの実践的活動も行っている。

50 70 120

9 39

14 22 36 10 112

５　宮古商業高等学校

商業 29 39 14 23 37 38 74

男 女 計 男 女 計 男 女 女 計

3学年 4学年～ 計

男 女 計 男

4学級定員160人

計

会計 10 28 38 6 35 41 10 29 39 26 92 118

情報 14 26

流通経済 20 20

26 16 23 39 66 10517

108 146 5758 96 154 38 98 155 302 455

会　計

情　報

商　業

会　計

流通経済

コース･学系・系列

国
語

総合
学習

専門教科
HR 計

商
業

水
産

計

教職員数

46

流通経済

情　報

学科

153

普通教科

１単位時間：５０分
平成２２年度学年別履修単位数：１年３０単位、２年３０単位、３年３０単位

《専門教科の開設科目》
商業
各学科共通科目(ﾋﾞｼﾞﾈｽ基礎、課題研究、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ、簿記、会計、原価計算、情報処理）
商業科(商品と流通、商業技術、経済活動と法）
会計科(ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ、会計実務)
流通経済科(商品と流通、経済活動と法)
情報科(ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ）
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（５）平成２１年度主な検定・資格取得者数の状況 （　）内の数値：取得人数 （６）部・同好会の設置状況

（７）平成２１年度進路状況

ア　進学･就職･その他の割合 イ 進学の状況

ウ　就職の状況

・管内･県内･県外の割合

・産業別就職状況

・職業別就職状況

ｲﾝﾀｰｱｸﾄ

ソフトボール 剣道 茶道 家政

女子サッカー JRC

文化関係(11)

美術

吹奏楽 写真

書道

卓球

柔道

運動関係(12)

陸上競技 バスケット

バレーボール

ヨット

硬式野球

ソフトテニス

レスリング 商業研究

宮商海鳴太鼓

ワープロ

・全商情報処理検定プログラミング部門
　　　　　　　　　１級(16)､２級(42)
・全商情報処理検定ビジネス情報部門
　　　　　　　　 　１級(21)､２級(117)
・実用英語検定準２級(16)
・全商英語検定２級(24)
・全商電卓検定１級(52)､２級(4)
・日商販売士２級(2)
・全商商業経済検定１級(69)､２級(87)
・全商ワープロ実務検定１級(20)
                      ２級(86)

《専門学科に関する資格の主なもの》
※H21年度卒業生が取得したもの
・(全商､県商､全経のいずれか)簿記実務検定
　　　　　　　　　　　　　　　　１級(76)
・(全商会計､県商会計､全経会計のいずれか)
　　　　　　　　　　　　簿記実務検定(82)
・(全商原価計算､県商原価計算､
　全経工業簿記のいずれか)簿記実務検定(79)
・(全商､県商､全経のいずれか)簿記実務検定
　　　　　　　　　　　　　　　　２級(140)
・日商簿記２級(37)
・経産省基本情報処理技術者(1)

その他
1%

就職
43%

進学
56% 専門学

校
61%

短大
23%

大学
16%

商業科

管内
34%

県内
33%

県外
33%

会計科

県外
53%

県内
6%

管内
41%

流通経済科

県外
61%

県内
22%

管内
17%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

商業科

会計科

流通経済科

情報科

農・林・漁業

鉱業

建設業

製造業

電気・ガス・水道業

運輸業

卸売・小売業

金融業・保険業

サービス業

公務

その他

サービス業には情報通信業、不動産業、飲食店・宿泊業、医療・福祉・教育学習支援、複合サービス事業等を含む

鉱業

サービス業運輸業

建設業

製造業

卸売・小売業

電気・ガス・水道業

公務

金融・保険業

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

商業科

会計科

流通経済科

情報科

専門的･技術的職業

事務

販売

サービス職業

保安職業

農林業

漁業

運輸・通信

生産工程･労務

その他

専門・技術

販売

生産工程・労務保安職業

事務

漁業

情報科

管内
25%

県内
19%

県外
56%
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（１）在籍生徒数（平成２２年５月１日現在）

（２）学科の特色

（３）平成２２年度開設教科・科目数

国語 地歴 公民 数学 理科 保体 芸術 外国語 家庭 情報 農業 工業 商業 家庭 水産 看護 情報 福祉 理数 体育 音楽 美術 英語

2 2 1 2 3 2 1 2 1 1 8 1 26

2 2 1 2 3 2 1 2 1 1 8 1 26

2 2 1 2 3 2 1 2 1 1 1 8 1 27

2 2 1 2 3 2 1 2 1 1 2 6 1 26

2 2 1 2 3 2 1 2 1 1 2 4 4 1 28

2 2 1 1 3 2 1 2 1 1 1 8 1 26

（４）教職員の状況

※平成22年度学校要覧から抜粋

※教諭等には、講師・非常勤講師を含む

3 2 1 2 1 3 9 0 0 0 0 16 39

工
業

芸
術

2

外
国
語

家
庭

情
報

海洋
技術

教職員数

栽培コース

工学コース

食品管理系

海洋コース

家政系

教諭等の教科ごとの状況

地
歴

公
民

数
学

理
科

保
体

商
業

水
産

計
農
業

89 国
語

食品
家政

食　　物

全日制

計

海洋
技術

家政系

食品
家政

335218

3 112 115

92

11741 75 11646 74 120 30 69 99

食物 8 32

1 35 36 0食品家政 2 39 3938 40

計

3学年 4学年～ 計

男 女 計 男

3学級定員120人

計計 男 女

13

男 女女 計 男 女

105

６　宮古水産高等学校

海洋技術 2 27 31 7 38

課程

22 93 115

36 4 40 25

特　　　　　色

漁業生産や資源管理に関する知識・技術を習得させるとともに、５級海技士(航海）の養成施設として、船長や航
海士に必要な船舶の安全運航に関する知識・技術を習得させ、水産や海洋の関連産業に従事できる人材を育成す
る。

調理師養成を目的とし、食に関する知識、技術を習得させ、調理及び関連産業に従事し、地域社会の栄養改善及び
食生活の向上に貢献できる人材を育成する。

計

つくり育てる漁業の中心となる水産生物資源の増養殖に関する知識・技術を習得させるとともに、海洋環境や漁家
経営に必要な簿記などの幅広い学習をとおして、水産や海洋の関連産業に従事できる人材を育成する。

船用機械をはじめ各種機械類の操作、運転、維持管理に関する知識・技術を習得させるとともに、５級海技士(機
関）の養成施設として、機関長や機関士に必要な船舶の安全運航に関する知識・技術を習得させ、水産や海洋の関
連産業に従事できる人材を育成する。

食　　物

普通教科 専門教科
学科

コース･学系・系列

10

学科
3学級定員120人

1学年 2学年

3学級定員120人

生　　徒　　数

9学級定員360人

コース･学系・系列

海洋
コース

29 3940 4 32 36

工学
コース

学科

栽培
コース

食品管理
系

学校
設定
教科

水産食品を中心とした食品製造・食品管理及び流通に関する知識・技術を習得させるとともに、ＨＡＣＣＰなどの
最新の食品衛生管理システムに関する基礎的知識・技術も習得させ、関連した産業に従事できる人材を育成する。

被服製作や食物、保育など家庭生活に関する知識と技術を習得させるとともに、水産に関する基礎的な学習などを
とおして、幅広く地域産業に従事できる人材を育成する。

総合
学習 HR

１単位時間：５０分
平成２２年度学年別履修単位数：１年３０単位、２年３０単位(海洋コース・工学コースは３３単位）、３年３０単位

《専門教科の開設科目》
商業(海洋技術科栽培ｺｰｽ:簿記）　(食品家政科:簿記、文書ﾃﾞｻﾞｲﾝ)　(食物科:文書ﾃﾞｻﾞｲﾝ)
家庭(家政系:発達と保育、被服製作、服飾手芸、ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ)
　　(食物科:生活産業基礎、食文化、調理、栄養、食品、食品衛生、公衆衛生）
水産(海洋技術科共通:水産基礎、課題研究、総合実習、操船、ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ)
　　(海洋ｺｰｽ:漁業、航海･計器、漁船運用)　　(工学ｺｰｽ:船用機関、機械設計工作、電気工学）
　　(栽培ｺｰｽ:栽培漁業、水産生物、海洋環境)
　　(食品家政科共通:水産基礎、課題研究、水産食品管理、水産流通)　(食品管理系:総合実習、水産食品製造）
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（５）平成２１年度主な検定・資格取得者数の状況 （　）内の数値：取得人数 （６）部・同好会の設置状況

（７）平成２１年度進路状況

ア　進学･就職･その他の割合 イ 進学の状況

ウ　就職の状況

・管内･県内･県外の割合

・産業別就職状況

・職業別就職状況

バドミントン

運動関係(10)

硬式野球 バスケット

バレーボール 卓球

ﾏﾘﾝｽﾎﾟｰﾂ

文化関係(8)

写真

茶道 華道

ﾊﾟｿｺﾝ･ﾜｰﾌﾟﾛ

吹奏楽 料理手芸

ボクシング 弓道 ｲﾝﾀｰｱｸﾄ 宮水太鼓

ソフトテニス 柔道

《専門学科に関する資格の主なもの》
・小型船舶操縦士２級(13)
・電卓能力検定１級(4)
・危険物取扱者乙種４類(1)
・食品技能検定第３類(10)
・調理師(33)
・全国高校家庭科技術検定食物調理１級(33)

・ワープロ実務検定２級(5)
・文書デザイン検定１級(1)
・文書デザイン検定２級(12)

就職
67%

進学
33%

その他
の進学
10%

専門学
校
70%

短大
17%

大学
3%

海洋技術科

管内
45%

県内
5%

県外
50%

食品家政科

県外
52%

管内
48%

食物科

県外
70%

県内
10%

管内
20%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

海洋技術科

食品家政科

食物科

農・林・漁業

鉱業

建設業

製造業

電気・ガス・水道業

運輸業

卸売・小売業

金融業・保険業

サービス業

公務

その他

サービス業には情報通信業、不動産業、飲食店・宿泊業、医療・福祉・教育学習支援、複合サービス事業等を含む

金融・保険業

サービス業

運輸業

製造業

卸売・小売業

公務

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

海洋技術科

食品家政科

食物科

専門的･技術的職業

事務

販売

サービス職業

保安職業

農林業

漁業

運輸・通信

生産工程･労務

その他

販売

サービス職業

生産工程・労務 その他

漁業
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（１）在籍生徒数（平成２２年５月１日現在）

（２）学科の特色

（３）平成２２年度開設教科・科目数

国語 地歴 公民 数学 理科 保体 芸術 外国語 家庭 情報 農業 工業 商業 家庭 水産 看護 情報 福祉 理数 体育 音楽 美術 英語

3 2 2 3 2 2 4 4 1 1 2 1 1 1 29

4 2 2 4 2 2 4 5 1 1 1 1 1 30

4 4 1 6 7 2 2 5 1 1 1 1 35

（４）教職員の状況

※平成22年度学校要覧から抜粋

※教諭等には、講師・非常勤講師を含む

3 3 3 2 2 3 1 1 0 0 1 0 21 (20) ※（）の数値は、複数の教科を担当している人数を除
いた数

商
業

水
産

計

2

工
業

普通

教諭等の教科ごとの状況

国
語

地
歴

公
民

数
学

理
科

芸
術

外
国
語

家
庭

学科

計

コース･学系・系列

学校
設定
教科

総合
学習

専門教科
HR

Ⅰコース

Ⅱコース

Ⅲコース

特　　　　　色

商業系コースとして位置づけ、主に就職希望者を対象とし、一般科目に加えて商業科目「情報処理」と「商業技
術」、家庭科科目「フードデザイン」を履修させ、資格取得にも力を入れる。就職支援員の配置により企業訪問や
面接指導等を組織的に実施、就職内定率１００％を達成している。

主に実務・技能・教養系の専門学校等を希望する生徒を対象とし、外部講師による学校選びガイダンス、一日学校
訪問の機会を設けている。商業科目「商業技術」を履修させ、加えて英語を多く履修させるカリキュラムとし、基
礎学力の向上と実務上の基礎技能の習得に努めている。

課程 学科
2学級定員80人

1学年 2学年

2学級定員80人

生　　徒　　数

6学級定員240人

普通教科

Ⅰコース

Ⅱコース

主に大学・短大等を希望する生徒を対象とし、進学に必要な科目を重点的に履修させながら、平常日と長期休業中
の課外授業、サテライト講座（県進学支援ネットワーク事業）、予備校での夏季学習合宿、小論文対策演習、個人
添削指導等を計画的・組織的に実施している。

42 44 86 43 234

７　岩泉高等学校

普通 31 74 31 43 74 116 118

男 女 計 男 女 計 男 女 女 計

3学年 4学年～ 計

男 女 計 男

2学級定員80人

計

全日制

43 7444 86 43 31 74 23411631 11842

計

教職員数

30 保
体

農
業

情
報

普通

学科
コース･学系・系列

Ⅲコース

１単位時間：５０分
平成２２年度学年別履修単位数：１年３１単位、２年３１単位、３年３１単位

商業(Ⅰｺｰｽ:情報処理、商業技術)
　　(Ⅱｺｰｽ:商業技術）
家庭(Ⅰｺｰｽ:ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ）
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（５）平成２１年度主な検定・資格取得者数の状況 （　）内の数値：取得人数 （６）部・同好会の設置状況

（７）平成２１年度進路状況

ア　進学･就職･その他の割合 イ 進学の状況

ウ　就職の状況

・管内･県内･県外の割合

・産業別就職状況

・職業別就職状況

サッカー 陸上競技

吹奏楽

文化関係(4)

総合文化

JRC 郷土芸能

バスケット弓道

運動関係(8)

硬式野球 ボクシング

ソフトテニス バレーボール

・実用英語検定準２級(7)
・漢字能力検定２級(1)
・漢字能力検定準２級(9)
・全商ワープロ実務検定２級(14)

就職
44%

進学
56% 専門学

校
54% 短大

8%

大学
38%

管内
35%

県内
3%

県外
62%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

普通科

農・林・漁業

鉱業

建設業

製造業

電気・ガス・水道業

運輸業

卸売・小売業

金融業・保険業

サービス業

公務

その他

サービス業には情報通信業、不動産業、飲食店・宿泊業、医療・福祉・教育学習支援、複合サービス事業等を含む

サービス業

金融・保険業

製造業 卸売・小売業 公務

農・林・漁業

建設業

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

普通科

専門的･技術的職業

事務

販売

サービス職業

保安職業

農林業

漁業

運輸・通信

生産工程･労務

その他

専門・技術

サービス職業 生産工程・労務

その他

事務

販売

農林業
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（１）在籍生徒数（平成２２年５月１日現在）

（２）学科の特色

（３）平成２２年度開設教科・科目数

国語 地歴 公民 数学 理科 保体 芸術 外国語 家庭 情報 農業 工業 商業 家庭 水産 看護 情報 福祉 理数 体育 音楽 美術 英語

3 2 1 2 2 2 1 2 1 1 1 1 19

3 2 1 2 2 2 1 1 1 2 1 1 1 20

（４）教職員の状況

※平成22年度学校要覧から抜粋

※教諭等には、講師・非常勤講師を含む

1 2 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 91

外
国
語

家
庭

情
報

農
業

公
民

数
学

理
科

保
体

普通

学科

商
業

水
産

計

教職員数

12 国
語

芸
術

工
業

教諭等の教科ごとの状況

地
歴

計

161 1 2 798 6 14

全日制

計

3学年 4学年～ 計

男 女 計 男

1学級定員40人

計計 男 女 女

普通 6 14 1 1 2 9 7

男

8 16

８　岩泉高等学校田野畑校

総合
学習

普通教科 専門教科
HR

Ａコース

Ｂコース

1学年 2学年

1学級定員40人

生　　徒　　数

2学級定員80人
課程 学科

女 計 男 女

コース･学系・系列

コース･学系・系列

Ａコース
(進学)

Ｂコース
(就職)

普通

学校
設定
教科

学科

計

特　　　　　色

進学希望者（大学・短大・高等看護専門学校等）は、３年次に普通科目を多く履修し、必要に応じて理科２単位の
増単（週2回7校時目実施）が可能である。

就職希望者に対し、資格取得ができるように、３年次に商業系科目を多く履修できるように設定している。

１単位時間：５０分
平成２２年度学年別履修単位数：２年３０･３２単位、３年３０単位

商業(Ａｺｰｽ:情報処理)
    (Ｂｺｰｽ:情報処理、文書ﾃﾞｻﾞｲﾝ）
英語(Ｂｺｰｽ:生活英語）
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（５）平成２１年度主な検定・資格取得者数の状況 （　）内の数値：取得人数 （６）部・同好会の設置状況

（７）平成２１年度進路状況

ア　進学･就職･その他の割合 イ 進学の状況

ウ　就職の状況

・管内･県内･県外の割合

・産業別就職状況

・職業別就職状況

運動関係(2)

バドミントン 総合ｽﾎﾟｰﾂ JRC

文化関係(2)

放送

・漢字能力検定準２級(2)
・全商ワープロ実務検定２級(3)

その他
16%

就職
63%

進学
21%

その他
の進学
25%

専門学
校
50%

短大
25%

管内
23%

県内
23%

県外
54%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

普通科

農・林・漁業

鉱業

建設業

製造業

電気・ガス・水道業

運輸業

卸売・小売業

金融業・保険業

サービス業

公務

その他

サービス業には情報通信業、不動産業、飲食店・宿泊業、医療・福祉・教育学習支援、複合サービス事業等を含む

サービス業製造業

卸売・小売業 公務農・林・漁業

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

普通科

専門的･技術的職業

事務

販売

サービス職業

保安職業

農林業

漁業

運輸・通信

生産工程･労務

その他

サービス職業 生産工程・労務

その他販売 農林業
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（１）在籍生徒数（平成２２年５月１日現在）

（２）学科の特色

（３）平成２２年度開設教科・科目数

国語 地歴 公民 数学 理科 保体 芸術 外国語 家庭 情報 農業 工業 商業 家庭 水産 看護 情報 福祉 理数 体育 音楽 美術 英語

4 3 1 3 4 2 2 3 2 1 1 1 27

4 3 1 3 4 2 2 3 2 1 1 1 1 28

（４）教職員の状況

※平成22年度学校要覧から抜粋

※教諭等には、講師・非常勤講師を含む

1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 9 (8)

工
業

商
業

学科

計

普　　通

1 ※（）の数値は、複数の教科を担当している人数を除
いた数

教諭等の教科ごとの状況

計
水
産

教職員数

計

特　　　　　色

働きながらでも高校を卒業したい生徒や多様な事情を抱えている生徒など、全日制・定時制の高校には通うことが
できないが、高校卒業を目指し学習に取り組んでおり、単位取得によっては、３年で卒業できる３修制を設置して
いる。

学校
設定
教科

総合
学習

普通教科 専門教科
HR

課程 学科
通信制全体で300人

女 計 男 女

1年次 2年次

通信制全体で300人

生　　徒　　数

通信制全体で300人 通信制全体で1200人

3年次 4年次～ 計

通信制全体で300人

計
コース･学系・系列

コース･学系・系列

14 7 21 8 74 73 147 204

９　杜陵高校通信制宮古分室

普通 9 17 11 8 19 107 97

男 男 女 女計 計男 女 計 男

通信制

17 10714 7 21 8 9 20411 8 19 9774 73 147

保
体

農
業

国
語

数
学

理
科

芸
術

外
国
語

家
庭

情
報

普通

学科

地
歴

公
民

３年型

４年型

10

１単位時間：５０分
平成２２年度学年別履修単位数：３年型１年１８単位、２年３０単位、３年２８単位
　　　　　　　　　　　　　　　４年型１年１８単位、２年２２単位、３年２３単位、４年２１単位
　　　　　　　　　　　　　　　ＨＲは年間１０単位時間以上

家庭(４年型:ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ)
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（５）平成２１年度主な検定・資格取得者数の状況 （　）内の数値：取得人数 （６）部・同好会の設置状況

（７）平成２１年度進路状況

ア　進学･就職･その他の割合 イ 進学の状況

ウ　就職の状況

・管内･県内･県外の割合

・産業別就職状況

・職業別就職状況

文化関係(0)運動関係(3)

バレーボール バドミントン

卓球

特になし

その他
57%

就職
11%

進学
32%

専門学
校
50%

大学
50%

管内
100%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

宮古分室

農・林・漁業

鉱業

建設業

製造業

電気・ガス・水道業

運輸業

卸売・小売業

金融・保険業

サービス業

公務

その他

サービス業には情報通信業、不動産業、飲食店・宿泊業、医療・福祉・教育学習支援、複合サービス事業等を含む

その他製造業

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

宮古分室

専門的･技術的職業

事務

販売

サービス職業

保安職業

農林業

漁業

運輸・通信

生産工程･労務

その他

生産工程・労務 その他
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